
四
七

は
じ
め
に

　

関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
一
九
二
二
年
よ
り
現
在
ま
で
一
〇
〇
年
近
く

の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
建
築
家
村
野
藤
吾
（
一
八
九
一

－

一
九
八
四

年
）
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
計
画
に
大
き
く
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
村
野
は

一
九
四
九
年
に
大
学
院
学
舎
を
設
計
し
て
以
来
、
一
九
八
〇
年
の
関
西
大
学
第
一
高

等
学
校
校
舎
の
設
計
に
至
る
ま
で
三
一
年
間
と
い
う
長
い
期
間
に
亘
っ
て
、
約
四
〇

も
の
建
物
を
設
計
し
て
き
た
。

 　

こ
れ
ま
で
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
建
築
の
特
徴
や
そ
れ
ら
の
変

化
に
つ
い
て
の
研
究①

は
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
多
く
の
研
究
は
、
資
料

と
し
て
年
史
編
纂
室
や
関
西
大
学
管
財
課
所
蔵
の
関
西
大
学
内
の
資
料
の
み
で
な
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
六
年
の
佐
川
拳
太
郎②

、
小
西
圭③

、
辻
尾
修
一④

、

津
田
一
樹⑤

ら
に
よ
る
研
究
は
京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館
が
所
蔵
す
る

「
村
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
内
、
関
西
大
学
に
関
す
る
村
野
・
森
建
築
事
務
所
旧
蔵
の

図
面
五
八
フ
ォ
ル
ダ
、
二
一
四
八
枚
を
整
理
、
分
析
し
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
現
存
す
る
建
物
（
第
三
学
舎
、
第
四
学

舎
、
円
神
館
、
簡
文
館
）
の
計
画
段
階
か
ら
実
施
に
至
る
ま
で
の
変
遷
を
追
い
、
特

徴
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
図
面
の
中
か
ら
地
形
を
活
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
図
面
と
し
て
、

等
高
線
が
描
か
れ
た
平
面
図
や
敷
地
ご
と
切
断
さ
れ
た
断
面
図
、
写
真
、
言
説
と
い

っ
た
資
料
を
用
い
、
千
里
丘
陵
と
い
う
起
伏
の
富
ん
だ
土
地
に
お
い
て
、
村
野
が
設

計
を
行
っ
た
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

村
野
藤
吾
に
よ
る
地
形
を
活
用
し
た

関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築

西
　
田
　
貫
　
人



四
八

　
傾
斜
地
に
計
画
さ
れ
た
建
物
　

　

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
村
野
建
築
に
お
い
て
、
竣
工
時
に
高
低
差
の
あ
る
地
形
に

沿
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
は
二
〇
棟
ほ
ど
確
認
が
で
き
る
。

そ
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
建
物
を
取
り
上
げ
て
い
く
。（
図
1
）

 

①
大
学
ホ
ー
ル
・
大
学
院
研
究
室
・
階
段
教
室

　

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
、
一
番
初
め
に
地
形
を
設
計
に
取
り
入
れ
た
こ
と
が
確

認
で
き
た
村
野
建
築
は
、
大
学
ホ
ー
ル
・
大
学
院
研
究
室
・
階
段
教
室
（
一
九
五
二

年
）
で
あ
る
。
こ
の
建
物
は
、
一
九
四
九
年
に
竣
工
し
た
大
学
院
学
舎
と
、
中
庭
を

挟
ん
で
建
つ
赤
い
屋
根
と
白
い
壁
が
特
徴
的
な
大
学
ホ
ー
ル
、
そ
こ
か
ら
北
に
伸
び

て
接
続
す
る
大
き
な
ガ
ラ
ス
面
と
雁
行
状
に
配
置
さ
れ
た
部
屋
を
持
つ
大
学
院
研
究

室
、
そ
し
て
さ
ら
に
北
西
に
扇
状
の
階
段
教
室
を
配
置
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
敷
地
は
西
か
ら
東
に
か
け
て
高
く

な
り
、
研
究
室
は
二
階
建
て
で
あ
る
が
、

東
の
中
庭
か
ら
は
平
屋
に
見
え
る
。（
図

3
）
ま
た
、
階
段
教
室
は
土
地
の
勾
配

に
合
わ
せ
た
階
段
状
に
な
っ
て
い
る
。

階
段
教
室
に
つ
い
て
、
雑
誌
『
近
代
建

築
』
で
建
築
評
論
家
の
中
真
己
は
、「
こ

れ
は
打
ち
放
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
白
モ

ル
タ
ル
を
吹
き
つ
け
た
だ
け
の
質
素
な

も
の
で
あ
る
。
西
下
り
の
斜
面
に
直
接

図 2　�大学ホール・大学院研究室・階段教
室の配置構成

図 1　1980年のキャンパス配置図



四
九

め
り
込
ん
だ
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
西
側
の
道
路
か
ら
見
る
と
、
雑
草
や
灌
木

が
生
い
茂
っ
て
取
り
囲
ん
で
い
て
一
種
独
特
の
雰
囲
気
が
あ
る
。
自
然
の
一
部
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
〜
中
略
〜
わ
ざ
と
建
物
の
周
囲
を
人
工
的
に
手

を
加
え
ず
に
雑
草
を
生
い
茂
ら
せ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
は
建
築
の

方
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
れ
を
あ
え
て

や
っ
て
の
け
て
い
る
点
に
、
村
野
藤
吾
の
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
一
つ
の
面
が
表
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
予
算
が
な
く
外
回
り
に
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
と
は

ど
う
し
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
明
ら
か
に
こ
の
効
果
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る⑥

。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

階
段
教
室
は
、
エ
ス
キ
ー
ス
の
段
階
で
は
扇
の
要
部
分
が
東
を
向
い
て
い
た
図
面

も
み
ら
れ
る
が
、
最
終
的
に
、
そ
の
図
か
ら
時
計
回
り
に
一
六
〇
度
ほ
ど
回
転
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
、
等
高
線

が
赤
線
で
描
か
れ
た
エ
ス
キ
ー
ス
も
存

在
す
る
。
階
段
教
室
が
建
っ
て
い
る
敷

地
は
周
り
よ
り
少
し
複
雑
で
あ
る
。
そ

の
中
で
、
そ
の
位
置
か
ら
配
置
を
変
え

ず
回
転
さ
せ
た
理
由
と
し
て
低
い
位
置

に
教
壇
を
設
け
、
地
形
に
あ
わ
せ
て
座

席
を
配
置
す
る
計
画
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

 

②
第
一
学
舎
一
号
館

　

第
一
学
舎
一
号
館
（
一
九
五
五
年
）

は
、
も
と
も
と
大
学
本
館
や
威
徳
館
が

建
っ
て
い
た
位
置
に
、
三
期
の
工
事
に

分
け
て
建
て
ら
れ
た
。
正
面
に
東
西
に

長
い
、
柱
と
タ
イ
ル
貼
り
の
腰
壁
、
開

口
部
で
構
成
さ
れ
た
低
層
棟
と
そ
の
背

後
に
白
い
壁
で
で
き
た
教
室
棟
（
一
期

工
事
）
と
一
番
奥
の
大
講
義
室
棟
（
二

期
工
事
）
が
中
庭
を
囲
む
構
成
さ
れ
て

い
る
。
低
層
棟
（
三
期
工
事
）
は
敷
地

が
変
化
す
る
場
所
に
橋
を
架
け
る
よ
う

に
配
置
さ
れ
、（
図
5
）
奥
へ
の
下
り
坂

図 3　�東側（上）と西側（下）で階数が異なっ
て見える大学院研究室

図 4　第 1学舎 1号館の構成図 5　�西側から東へかけて 3階建てから 2階建
てとなる第 1学舎 1号館の低層棟



五
〇

部
分
が
ピ
ロ
テ
ィ
状
と
な
っ
て
お
り
、
通
り
抜
け
る
際
の
視
覚
的
な
広
が
り
も
演
出

し
て
い
る
。
こ
の
構
成
は
後
に
、
第
一
学
舎
一
号
館
の
西
側
に
接
続
し
て
建
て
ら
れ

る
法
文
学
舎
研
究
室
一
号
棟
で
も
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
講
堂
部
分
は
計
画
案
で
は

ど
れ
も
竣
工
時
よ
り
少
し
西
よ
り
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
等
高
線
に
あ

わ
せ
て
出
来
る
だ
け
造
成
を
避
け
る
設
計
を
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
竣

工
時
で
は
、
講
堂
部
分
の
横
に
大
型
教
室
を
配
置
し
た
こ
と
に
よ
り
計
画
案
よ
り
東

に
ず
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。

 

③�

関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
・
第
一
中
学
校

　

一
九
五
三
年
に
な
る
と
起
伏
の
富
ん
だ
千
里
山
遊
園
の
跡
地
に
第
一
高
等
学
校
・

第
一
中
学
校
の
校
舎
建
設
が
始

ま
っ
た
。
遊
園
時
代
の
運
動
場

と
観
客
席
を
そ
の
ま
ま
用
い
、

そ
の
上
部
の
北
に
向
か
っ
て
小

高
く
な
っ
て
い
る
敷
地
に
第
一

高
等
学
校
の
校
舎
は
、
足
元
の

地
形
を
残
し
た
ま
ま
、
白
い
壁

に
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
瓦
葺
き
の

建
物
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。（
図

7
）
一
九
五
五
年
に
は
、
体
育

館
兼
講
堂
と
し
て
、
六
角
形
の

平
面
に
白
壁
に
赤
い
瓦
葺
き
の

景
風
館
が
建
っ
た
。
こ
の
景
風

館
は
南
側
の
勾
配
の
険
し
い
敷
地
に
張
り
出
し
た
テ

ラ
ス
を
持
ち
、
テ
ラ
ス
と
生
い
茂
る
木
を
高
低
差
を

利
用
し
て
同
じ
高
さ
に
し
た
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
五
七
年
に
は
景
風
館
の
東
に
第
一
高
等
学
校
の

校
舎
が
増
築
さ
れ
、
北
東
に
は
小
高
い
山
状
の
敷
地

に
沿
っ
て
扇
型
の
第
一
中
学
校
校
舎
が
建
て
ら
れ
、

二
棟
は
高
い
位
置
に
建
つ
中
学
校
舎
の
一
階
部
分
と

高
校
校
舎
の
二
階
部
分
を
外
廊
下
で
接
続
し
て
い
た
。

こ
の
増
築
は
、
第
一
中
学
校
校
舎
と
共
に
設
計
さ
れ

て
お
り
、
計
画
案
で
は
等
高
線
に
沿
っ
て
比
較
的
緩

や
か
な
場
所
に
、
第
一
中
学
校
と
高
校
の
校
舎
を
配

置
し
な
が
ら
接
続
す
る
案
が
見
ら
れ
た
が
、
竣
工
し

た
建
物
は
、
険
し
い
地
形
の
特
徴
を
生
か
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
六
六
年
に
は
第
一

高
等
学
校
理
科
特
別
教
室
が
建
ち
、
一
九
八
〇
年
に

は
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
最
後
の
村
野
建
築
と
な
る

第
一
高
等
学
校
新
校
舎
が
高
校
校
舎
の
一
部
を
解
体

し
建
て
ら
れ
た
。
新
校
舎
は
計
画
段
階
か
ら
東
西
に

伸
び
る
長
い
建
物
を
緩
や
か
に
地
形
に
な
じ
ま
せ
て

お
り
、
二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
繋
ぎ
目
に
作
ら
れ
た
ピ

ロ
テ
ィ
ー
は
景
風
館
の
前
に
つ
な
が
る
大
階
段
と
接

続
し
て
い
る
。

図 7　第一高等学校　立面図　AN.5152-Ⅰ-05（一部抜粋）

図 6　�関西大学第一高等学校・第一中学校校舎の配
置構成



五
一

④
第
二
学
舎
二
号
館

　

一
九
五
七
年
に
は
第
二
学
舎
二
号
館
が
、
起
伏
の
あ
る
難
し
い
地
形
の
上
に
東
西

に
細
長
く
計
画
さ
れ
た
。
フ
ァ
サ
ー
ド
は
白
モ
ル
タ
ル
塗
り
の
躯
体
、
ガ
ラ
ス
窓
、

赤
褐
色
タ
イ
ル
の
三
つ
の
要
素
を
取
り
込
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
教
室
部

分
は
細
く
柱
梁
が
白
く
塗
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
間
を
窓
と
タ
イ
ル
で
埋
め
る
と
い
う

構
成
を
と
っ
て
い
る
。
講
堂
部
分
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
荒
々
し
い
仕
上
げ

と
な
っ
て
お
り
、
階
段
教
室
と
同
じ
よ
う
な

雰
囲
気
を
感
じ
る
。
そ
し
て
最
西
部
の
六
階

建
て
の
個
人
研
究
室
棟
部
分
は
褐
色
の
タ
イ

ル
が
は
ら
れ
て
い
る
。
建
物
の
足
元
は
、
第

一
高
等
学
校
校
舎
と
同
様
に
も
と
の
地
形
を

残
し
、
小
高
い
丘
の
上
に
置
い
た
よ
う
な
計

画
（
図
8
）
と
な
っ
て
お
り
、
竣
工
当
初
は

大
教
室
部
分
か
ら
講
堂
前
に
か
け
て
盛
り
土

を
利
用
し
た
ス
ロ
ー
プ
を
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
い
た
が
、
工
学
部
や
円
神
館
が
で
き
、
利

用
学
生
の
増
加
、
動
線
上
の
不
都
合
の
た
め

階
段
に
変
更
さ
れ
た
。　

⑤
第
四
学
舎

　

一
九
六
〇
年
に
第
四
学
舎
一
号
館
が
第
二

学
舎
二
号
館
の
東
側
に
竣
工
す
る
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下
一
階
地
上
五
階
建
て

で
、
第
二
学
舎
と
二
階
渡
り
廊
下
で
連
絡
さ
れ
、
一
階
は
柱
の
み
の
ピ
ロ
テ
ィ
ー
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
南
の
工
学
部
実
験
場
の
方
へ
視
線
が
抜
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
ピ
ロ
テ
ィ
ー
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。
外
観
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
梁
を
露
出
さ
せ
、
そ
の
間
に
白
タ
イ
ル
と
窓

を
入
れ
る
構
成
で
で
き
て
い
る
。

　

第
四
学
舎
一
号
館
の
南
側
は
険
し
い
勾
配
と
な
っ
て
お
り
、
人
工
の
バ
ル
コ
ニ
ー

状
に
床
を
張
り
出
す
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。（
図
10
）

　

続
い
て
、
一
九
六
四
年
か
ら
一
九
六
九
年
に
か
け
て
第
四
学
舎
二
号
館
・
第
四
学

舎
二
号
館
研
究
棟
が
竣
工
す
る
。
二
号
館
は
一
九
六
四
年
に
一
期
工
事
が
終
わ
り
、

一
九
六
六
年
に
二
期
工
事
、
一
九
六
八
年
に
三
期
工
事
を
行
い
、
一
九
六
九
年
に
最

後
の
研
究
棟
が
竣
工
す
る
。
外
観
の
構
成
は
一
号
館
と
同
じ
で
あ
る
。

図 8　第 2学舎 2号館　立面図　AN.5158-102（一部抜粋、加筆）

図 9　第 ４学舎の配置構成

図10　第 ４学舎 １号館の傾斜へ張り出す床面



五
二

　

一
期
工
事
で
作
ら
れ
た
ピ
ロ
テ
ィ

ー
の
先
は
下
り
坂
と
な
っ
て
お
り
、

ピ
ロ
テ
ィ
ー
越
し
に
実
験
棟
と
大
教

室
棟
の
間
か
ら
視
線
が
抜
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
期
工
事

以
降
の
建
物
は
、
高
さ
の
変
化
す
る

斜
面
地
に
出
来
る
だ
け
少
な
い
切
盛

土
を
行
い
建
て
ら
れ
て
い
る
。（
図

11
）

⑥
誠
之
館
一
～
三
号
館

　

誠
之
館
一
号
館
（
一
九
六
二
年
）

は
旧
中
央
グ
ラ
ン
ド
の
東
側
の
あ
た

り
に
建
設
さ
れ
て
い
た
が
、
一
号
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
て
で
、
一
階

は
総
ガ
ラ
ス
張
り
、
二
階
は
セ
メ
ン
ト
レ
ン
ガ
が
白
目
地
で
積
ま
れ
た
壁
と
ガ
ラ
ス

に
よ
る
フ
ァ
サ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
竣
工
時
、
西
側
入
り
口
前
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

石
を
積
み
上
げ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
た
荒
々
し
い
階
段
と
な
っ
て
い
た
。
自
然

と
の
共
存
・
関
係
性
を
考
え
た
村
野
の
様
子
が
伺
え
る
。
二
号
館
（
一
九
六
二
年
）

は
会
議
室
・
学
生
課
・
厚
生
課
な
ど
が
入
っ
て
い
た
建
物
で
、
外
壁
の
裏
貼
り
さ
れ

た
タ
イ
ル
が
特
徴
的
で
あ
る
。
三
号
館
（
一
九
六
二
年
）
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

四
階
建
の
ク
ラ
ブ
の
部
室
で
あ
る
。
一
階
は
少
し
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
さ
せ
た
ア
ー
ケ
ー

ド
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
六
八
年
に
は
誠
之
館
一
号
館
新
館
・
三
号
館
新
館
が
竣
工

し
た
。
一
号
館
新
館
は
一
号
館
の
西
に
食
堂
・
厨
房
・
学
生
課
・
購
買
部
の
拡
充
の

た
め
に
増
築
さ
れ
た
。
三
号
館
新
館
は
白
壁
の
コ
の
字
型
で
、
部
室
棟
と
会
議
棟
端

の
二
棟
を
繋
ぐ
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
こ
の
建
物
も
中
庭
に
面
す
る
一
階
は
ア
ー
ケ
ー

ド
と
な
っ
て
い
る
。

　

南
側
の
一
・
二
号
館
は
低
層
の
建
物
で
高
低
差
の
低
い
位
置
に
配
置
し
、
奥
の
地

形
の
高
い
位
置
に
高
い
建
物
を
配
置
す
る
計
画
は
、
同
時
期
に
設
計
さ
れ
た
甲
南
女

子
大
学
と
通
ず
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
、
中
庭
に
あ
る
庇
も
非
常
に
似
て
い
る
も
の
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
階
部
分
は
地
形
の
高
く
な
っ
て
い
る
場
所
か
ら
も
ア

ク
セ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
建
物
を
見
る
と
、
平
屋
の
よ
う

に
も
見
え
る
。（
図
13
）　

　

図13　グラウンド側からは平屋に見える誠之館 １号館

図12　誠之館の配置構成

図11　�第 4 学舎 2号館 3期工事・研究室棟　立面図　
AN.5165-17（一部抜粋）



五
三

⑦
誠
之
館
四
号
館
（
現
Ｋ
Ｕ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）

　

誠
之
館
一
～
三
館
が
竣
工
す
る
同
年
（
一
九
六
二
年
）
に
は
、
五
〇
〇
人
が
入
る

映
画
・
音
楽
・
演
劇
の
た
め
の
講
堂
と
し
て
誠
之
館
四
号
館
が
建
設
さ
れ
た
。

　

小
高
い
丘
に
埋
め
込
ま
れ
た
よ
う
に
建
っ
て
お
り
、
村
野
特
有
の
地
か
ら
生
え
て

一
体
化
す
る
よ
う
な
、
自
然
と
の
共
存
が
感
じ
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
（
図

14
）。
ま
た
、
内
部
の
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ウ
ム
が
外
部
の
勾
配
に
合
わ
せ
た
階
段
状
客
席

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
手
法
は
階
段
教
室
（
一
九
五
二
年
）
で
も
み
ら
れ
、
敷
地
の

地
形
を
活
か
し
た
内
部
の
設
計
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
地
の
特
性
を
た
く
み
に
利
用

し
て
い
る
。

　

四
号
館
の
計
画
案
は
実
施
案
と

あ
わ
せ
て
二
種
類
し
か
み
ら
れ
な

い
。
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
案
は
多

角
形
の
計
画
で
あ
る
が
、
内
部
の

オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ウ
ム
は
実
施
同
様

に
敷
地
の
勾
配
に
合
わ
せ
た
階
段

状
客
席
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。　

　
村
野
に
よ
る
地
形
の
活
用

　

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
地
名

の
と
お
り
丘
陵
と
な
っ
て
お
り
、

当
時
の
計
画
敷
地
内
に
は
、
小
高

い
丘
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
場
所

や
崖
地
の
よ
う
な
場
所
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
村
野
は
設
計
を
行
う
に
あ
た
り
「
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
を
入
れ
る
の
は
最
小
限
に
し
た
い⑦

」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
案

件
で
は
あ
る
が
、
箱
根
樹
木
園
の
設
計
の
際
に
「
土
地
と
建
物
の
境
界
線
が
は
っ
き

り
し
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
木
や
草
を
植
え
て
。
自
然
に
で
き
た
も
の
で
す
。
つ

ま
り
建
物
と
い
う
も
の
は
普
通
、
土
地
の
上
に
建
っ
て
い
る
。
土
地
の
上
に
ず
ば
っ

と
建
っ
た
と
い
う
の
が
近
代
の
考
え
方
で
す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
自
然
と
建
物
と

土
地
と
が
平
和
的
に
、
和
や
か
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
が
私
の
作
品
に
は
み
な
出
て

い
ま
す
。
土
地
と
建
物
が
け
ん
か
し
な
い
よ
う
に
す
る⑧

」
ま
た
、
西
宮
ト
ラ
ピ
ス
チ

ヌ
修
道
院
で
は
「
建
物
は
か
な
り
高
低
差
の
あ
る
地
形
に
そ
っ
て
な
る
べ
く
自
然
な

形
で
土
と
接
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
ま
わ
り
の
美
し
い
自
然
環
境
と
建
物
が
一
体

化
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と⑨

」
と
い
う
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、
設
計
を
行
う
に

あ
た
り
大
掛
か
り
な
造
成
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
周
り
の
環
境
を
大
事
に
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

実
際
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ど
の
よ
う
に
起
伏
の
あ
る
地
形
の
特
徴
を
取
り
込

み
な
が
ら
建
物
の
設
計
を
行
っ
て
い
た
か
を
み
る
と
、
大
き
く
3
つ
に
分
類
で
き
る
。

①
大
学
院
研
究
室
や
第
四
学
舎
二
号
館
な
ど
で
み
ら
れ
た
、
高
さ
の
変
化
す
る
斜
面

地
に
そ
の
ま
ま
建
物
を
建
て
、
平
面
計
画
に
よ
っ
て
対
応
す
る
。（
図
15－

①
）
こ
れ

は
、
大
掛
か
り
な
造
成
を
避
け
る
と
と
も
に
、
工
事
費
を
下
げ
る
と
い
う
狙
い
も
考

え
ら
れ
る
。
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
傾
斜
が
あ
る
敷
地
に
建
つ
多
く
の
建
物
で
用

い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
村
野
は
「
高
い
建
物
は
な
る
べ
く
な
ら
ば
建
て
な
い
よ
う

に
出
来
な
い
も
の
か
、
な
る
べ
く
な
ら
ば
低
い
建
物
の
ほ
う
が
い
い
。
〜
中
略
〜
低

い
建
物
の
方
が
わ
た
し
は
い
い
と
思
う
。
と
い
う
の
は
、
圧
迫
し
た
り
、
圧
倒
的
な

形
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
避
け
た
い⑩

」
と
述
べ
て
お
り
、
大
学
院
研

図14　�誠之館 ４号館　計画案　立面図　AN.5150- 6 　� �
（一部抜粋）



五
四

究
室
や
誠
之
館
一
号
館
の
よ
う
に
敷
地
の
高

い
側
に
中
庭
や
通
路
を
設
け
る
こ
と
で
、
部

屋
数
を
確
保
し
つ
つ
も
平
屋
や
階
層
を
低
く

見
せ
る
の
に
も
効
果
的
で
あ
る
。
他
に
も
、

②
階
段
教
室
や
誠
之
館
四
号
館
の
よ
う
な
、

建
物
内
部
の
平
面
計
画
を
地
形
の
高
さ
の
変

化
に
合
わ
せ
た
計
画
（
図
15－

②
）
や
、
③
景

風
館
や
第
四
学
舎
一
号
館
の
よ
う
に
特
に
勾

配
が
険
し
い
場
所
に
お
い
て
は
、
床
を
張
り

出
し
柱
で
支
え
る
（
図
15－
③
）
と
い
っ
た
も

の
が
見
ら
れ
、
こ
の
構
成
が
用
い
ら
れ
る
際
、

図
面
で
は
張
り
出
し
た
先
に
樹
木
が
描
か
れ

て
お
り
（
図
16
）、
樹
木
と
建
物
の
高
さ
を
意

識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
地
形
を
通
し
て
紡
が
れ
た
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物

　

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
は
、
し
ば
し
ば
他
大
学
に
比
べ
、
建
築
の
統
一
性
や

様
式
性
が
な
い
と
い
っ
た
話
を
耳
に
す
る
。
し
か
し
、
高
低
差
の
あ
る
敷
地
と
い
う

問
題
に
対
し
、
単
純
に
大
規
模
な
造
成
を
行
う
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
取
り
入
れ

活
用
し
よ
う
と
い
う
計
画
は
、
初
期
の
大
学
院
研
究
室
か
ら
後
期
の
第
一
高
等
学
校

新
校
舎
に
至
る
ま
で
、
長
き
に
わ
た
り
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
に
お
い
て
一
貫

し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
特
徴
で
あ
る
。
近
年
、
こ
れ
ら
の
建
築
を
含
む
村
野
建
築
は

大
学
の
取
り
巻
く
環
境
や
求
め
ら
れ
る
機
能
に
よ
っ
て
次
々
と
建
て
替
え
ら
れ
て
い

る
。
村
野
建
築
の
評
価
の
高
ま
り
の
一
因
と
し
て
は
、
今
日
の
環
境
と
の
共
存
に
対

す
る
価
値
観
に
通
ず
る
点
が
あ
る
と
思
え
る
。
必
要
な
建
て
替
え
も
あ
る
が
、
起
伏

に
富
ん
だ
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
今
後
計
画
さ
れ
る
建
物
に
関
し
て
も
、
大
規
模

な
造
成
を
行
う
の
で
は
な
く
、
村
野
が
築
き
上
げ
て
き
た
地
形
を
取
り
込
む
と
い
う

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴
・
意
思
を
引
き
継
ぎ
設
計
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。　

注①　

西
田
佳
代
著
「
平
成
五
年
度
三
月
修
士
論
文　

関
西
大
学
に
お
け
る
村
野
藤
吾
の
建

築
」
山
本
修
平
著
「
平
成
一
八
年
度
三
月
期
卒
業
論
文　

村
野
藤
吾
の
関
西
大
学
に
お

け
る
初
期
作
品
に
関
す
る
研
究
」
三
村
健
二
著
「
平
成
一
七
年
度
三
学
期
卒
業
論
文　

消
失
し
た
も
の
か
ら
見
た
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
」

②　

佐
川
拳
太
郎
著
「
平
成
二
七
年
度
三
月
修
士
論
文　

京
都
工
芸
繊
維
大
学
所
蔵
「
村

図16　景風館　断面図　AN.5152-Ⅰ-04（一部抜粋）

図15　地形活用の分類



五
五

野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
見
る
関
西
大
学
の
建
築
―
図
面
の
特
徴
と
設
計
過
程
に
つ

い
て
―
」

③　

小
西
圭
著
「
平
成
二
七
年
度
三
月
期
卒
業
論
文　

関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第

四
学
舎
の
意
匠
の
特
徴
―
村
野
藤
吾
の
図
面
と
記
述
を
中
心
に
―
」

④　

辻
尾
修
一
著
「
平
成
二
七
年
度
三
月
期
卒
業
論
文　

大
正
期
以
降
の
関
大
一
中
・
一

高
敷
地
の
変
遷
―
千
里
山
花
壇
か
ら
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
―
」

⑤　

津
田
一
樹
著
「
平
成
二
七
年
度
三
月
期
卒
業
論
文　

村
野
藤
吾
の
関
西
大
学
簡
文

館
・
円
神
館
の
設
計
に
関
す
る
研
究
」

⑥　

中
真
己
編
集　

関
西
大
学
の
建
築
群
を
め
ぐ
っ
て
―
村
野
藤
吾
論
覚
書
―　
近

代
建
築　

発
行　

昭
和
三
九
年
一
月

⑦
⑩　

再
録　

竹
中
工
務
店
「approach
」　

特
集　

学
校
建
築　

関
西
大
学
を
中
心
に　

村
野
藤
吾
氏
に
き
く　

一
九
六
五
年
春
号
所
収

⑧
⑨　

村
野
藤
吾
著　

村
野
藤
吾
著
作
全
集　

全
一
巻　

鹿
島
出
版
社
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